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雪沢大橋補修工事比較表

平成２３年１２月 ９日

道 路 課

ケース１ ケース２ ケース３

【全ケーブル取替】 【非破壊試験の実施】 【上段ケーブル取替と

取出調査併用】

①発注時点で全ケーブ ①全ケーブルの健全度を非破壊 ①発注時点で上段ケーブ

工 ルを製作し取替 試験により調査 ルを製作し取替

②非破壊試験によって不健全と ②残りのケーブルは上段

事 判断されるケーブル及び橋の ケーブル製作期間に取

崩落を防ぐのに必要な最低限 出調査を実施し、ケー

概 のケーブルは取出調査 ブルが健全であれば再

③取出調査結果、不健全と判断 利用

要 されるケーブルは取替、健全

と判断されるケーブルは再利

用

事

業 ３００百万円 １２８～３００百万円 １６２～３００百万円

費 （加えて継続的な調査費が必要）

工

約６ヶ月 約４～８ヶ月 約５～８ヶ月

期

①全ケーブルを取り替 ①非破壊試験のみで健全と判断 ①全ケーブルについて、

工 えるため、長期的な されたケーブルは、将来的に 目視により腐食の有無

事 腐食の心配がなく、 腐食による破断が懸念される を確認できるため、健

の 安全性が最も高い ②継続的な非破壊試験が必要 全性を直接確認可能

特 ②工事費は最大 ③健全なケーブルが多ければ、 ②安全性はケース１と同

徴 工事費は最小 様に高い

注１）破断したケーブルは、全てのケースで工事初期に取り替える。

注２）ケーブル製作期間は、約３ヶ月。

注３）工期は、ケーブルの健全度により異なる。
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